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2025 年度 大 学 院 経 営 管 理 教 育 部 （専門職学位課程） 

入 学 試 験 問 題 （ 一 般 選 抜 ） 

【数 学】

第１問 

----------------------------------------------------------------------- 

以下の設問全てに答えなさい。なお、計算過程も示すこと。 

1. 以下の問いに答えよ。

1) (A)式が成り立つことを、マクローリン級数展開を用いて示せ。

𝑒𝑒𝜇𝜇 = 1 + 𝜇𝜇 +
𝜇𝜇2

2!
+
𝜇𝜇3

3!
+ ⋯+

𝜇𝜇𝑛𝑛

𝑛𝑛!
+ ⋯ (A)

2) 時間軸に沿って生起する事象を考える。時間区間 (0, 𝑡𝑡) における事象の生起回数

𝑋𝑋 の確率分布関数が、

𝑓𝑓𝑋𝑋(𝑥𝑥) =
(𝜆𝜆𝑡𝑡)𝑥𝑥

𝑥𝑥!
𝑒𝑒−𝜆𝜆𝜆𝜆 (B) 

で与えられているとする。このとき、上記分布の平均が 𝜆𝜆𝑡𝑡 であることを示せ。必

要に応じて(A)式を用いてよい。 

3) 2)で考えた事象の初生起時間 𝑇𝑇 の確率分布を求めてみよう。以下の空欄にあては

まる言葉と数式を答えよ（空欄①には言葉が、空欄②と空欄③には数式が入る）。 

初生起時間 𝑇𝑇 が 2)で考えた 𝑡𝑡 を超えないことは、時間区間 (0, 𝑡𝑡) において、

事象が ①                  ことと同等である。時間区間 

(0, 𝑡𝑡) において事象が一回も生起しない確率は、

であるから、𝑇𝑇 の確率分布関数を 𝐹𝐹𝑇𝑇(𝑡𝑡) とすると、

𝐹𝐹𝑇𝑇(𝑡𝑡) = ③            となる。

4) ある廃棄物処理場に平均して 1日あたり 12回廃棄物が運ばれてくるとする。この

処理場に廃棄物が運ばれてくる回数の確率分布は(B)式に従うものとする。この処

理場へ、2時間に 5回以上廃棄物が運ばれてくる確率を求めよ。ただし、処理場の

1日の稼働時間は 8時間とし、𝑒𝑒1.5 = 4.48, 𝑒𝑒3 = 20.1 とする。

②

（次ページに続く）



2. 𝑥𝑥 − 𝑦𝑦 平面上の 𝑁𝑁 個の点 (𝑥𝑥1,𝑦𝑦1), (𝑥𝑥2,𝑦𝑦2), … , (𝑥𝑥𝑁𝑁 ,𝑦𝑦𝑁𝑁) に、最小二乗法を用いて 2次曲

線 𝑦𝑦 = 𝑎𝑎𝑥𝑥2 + 𝑏𝑏𝑥𝑥 + 𝑐𝑐（𝑎𝑎, 𝑏𝑏, 𝑐𝑐 は定数、ただし 𝑎𝑎 ≠ 0 とする）をあてはめることを考え

る。以下の問いに答えよ。 

1)  この問題における最小二乗法の目的関数を定式化せよ。 

2)  1)の目的関数が最適化される条件から、最小二乗法の正規方程式（𝑎𝑎, 𝑏𝑏, 𝑐𝑐 を未知数

とする連立一次方程式）を求めよ。 

 

3. ラグランジュの未定乗数法を用いて以下の問いに答えよ。 

1)  点 (1,−3, 4) から平面 2𝑥𝑥 + 5𝑦𝑦 − 3𝑧𝑧 = 13 に下ろした垂線の足の座標を求めよ。 

2)  (C)式で与えられる楕円に内接し、各辺が座標軸に平行な長方形の中で面積が最大

となるものを求めよ。 

𝑥𝑥2

9
+
𝑦𝑦2

4
= 1 (C) 
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第２問 

----------------------------------------------------------------------- 

以下の設問全てに答えなさい。なお、計算過程も示すこと。 

 

1. 次の行列が正則であればその逆行列を求めよ。 

1) 

�
1 2 3

3 −1 2

1 4 5

�

    2) 

⎝

⎜⎜
⎛
−4 −7 −1 2

8 6 7 2

−2 1 −2 −3
5 −1 7 5 ⎠

⎟⎟
⎞

 

 

2. 行列 について考える。 

1) 行列𝐴𝐴の固有値と対応する固有ベクトルを求めなさい。 

2) 任意の自然数𝑛𝑛に対して であることを示しなさい。 

3) 二次の単位行列を𝐸𝐸2
とするとき、 の逆行列を求めなさい。 

4) 自然数𝑛𝑛に対して を求めなさい。 

 

3. 次の不定積分を求めよ。 

�
𝑑𝑑𝑑𝑑

�𝑑𝑑 + 1��1− 𝑑𝑑2
 
 

4．次の重積分を計算せよ。 

� �𝑑𝑑2 + 𝑦𝑦2

𝐷𝐷
𝑑𝑑𝑑𝑑𝑑𝑑𝑦𝑦         𝐷𝐷 = �(𝑑𝑑,𝑦𝑦) | 𝑑𝑑2 + 𝑦𝑦2 ≤ 2𝑑𝑑�

 

 

5．次の微分方程式を解け。ただし、 ， とする。 
1) 

2) 

 

𝐴𝐴 = �
3 −1
1 1

�
 

𝐴𝐴𝑛𝑛 = 2
𝑛𝑛−1

�
𝑛𝑛 + 2 −𝑛𝑛
𝑛𝑛 −𝑛𝑛 + 2

�
 

𝐴𝐴 − 𝐸𝐸2
 

𝑆𝑆 = 𝐴𝐴 + 𝐴𝐴2 + ⋯+ 𝐴𝐴𝑛𝑛 

𝑦𝑦′′ + 2𝑦𝑦′ + 5𝑦𝑦 = 0  

𝑑𝑑𝑦𝑦𝑦𝑦′ = 𝑑𝑑2 + 𝑦𝑦2 

𝑦𝑦′ =
𝑑𝑑𝑦𝑦
𝑑𝑑𝑑𝑑

 
𝑦𝑦′′ =

𝑑𝑑2𝑦𝑦

𝑑𝑑𝑑𝑑2

 


